
外国語(英語)教育法
Teaching Methods (English)330421097 小倉　弘之 2 必修 2前期

科目の概要

我が国における英語教育の早期化と高度化が進む中で、教科や小学生の特性を踏まえた上で効果的な指導が必要となり
ます。本講座では、小学校学習指導要領を理解し、学級担任として、責任を持って質の高い「外国語活動」「外国語」
の授業を展開できるよう、理論を知り模擬授業での実践を通して指導力を身に付けます。(DP①③⑤)そのため、基礎的
な知識・技能を獲得し、それらを活用するための演習を行い、最終的に課題解決の場としての模擬授業を行います。

学修内容 到達目標

① 「外国語活動」の目的と内容を理解する。
② 「外国語」の目的と内容を理解する
③ 「外国語活動」の理論と指導法を学ぶ。
④ 「外国語」の理論と指導法を学ぶ。

① 「外国語活動」の目的と内容を説明することができ
る。
② 「外国語」の目的と内容を説明することができる。
③ 「外国語活動」の理論と指導法を知り、実践すること
ができる。
④ 「外国語」の理論と指導法を知り、実践することがで
きる。

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 到達目標に向けた課題を行うのに必要な知識について、教科書や参考文献を活用し自己学
修することができる。

働きかけ力

実行力 目標達成に向けて課題を最後までやり抜くことができる。

考え抜
く力

課題発見力 講義や文献、グループ活動等で得た情報を客観的に整理し、課題を見出すことができる。
将来、指導者になるために自分にとって身に付けるべき知識、学習項目を発見することができる。

計画力

創造力 効果的な指導方法や教材、指導案を考案し、作成することができる。
指導者になるために必要な知識、学習項目を身に付けるための学習方法を工夫することができる。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

調べたり、考えたり、話し合ったりしたことを的確な表現で発表することができる。

講義や発表に集中力をもって耳を傾け、グループ活動では他の人の意見に耳を傾けること
ができる。

無断欠席、遅刻、私語などをせず、授業に集中することができる。
グループ活動では目標達成に向けて協力的に参加し貢献する。
課題等を決められた期日に提出できる。

テキスト及び参考文献

・NEW HORIZON Elementary English Course 5・6（東京書籍）
・小学校学習指導要領解説　外国語活動・外国語編（文科省）
・外国語活動・外国語研修ガイドブック（文科省）（Google Classroom で提示する）
・他は適宜資料を配布する

他科目との関連、資格との関連

他科目との関連：本講座は小学校領域の教科及び教科の指導法に関する科目の一部であり、「小学校英語」で身に付け
た英語に関する知識を基盤とし、さらに実践的スキルを習得する。また、その後に履修する「児童英語」で知識と技術
をより専門的に深め、習得する。
資格との関連：小学校教諭１種免許状

学修上の助言 受講生とのルール
・必ず事前に配布された資料に目を通すなど、指示された予習課題を実施してください。
・常に指導者としての視点を忘れずに学習に取り組んでください。
・自らの英語運用力向上のため、指示に関わらず積極的に英語学習に取り組みましょう。特に
Classroom Englishは自在に使いこなせることを目標に繰り返し声に出して練習しましょう。
・英語の表現を調べる場合はスマホでなく、必ず辞書（PCの活用はOK）を活用してください。

・授業に参加していないと判断した場合は、欠席扱いとなります。
・スマホの使用は指導者が使用を指示した場合以外は、基本的に禁止とします。
・テキストは必ず用意すること。
・授業で配布したプリントが欠席等でプリントがない場合は、友達にコピーさせてもらうか研究
室に取りに来るなど、事前に手に入れて授業に臨むこと。
・20分以上の遅刻は欠席扱い、３回の遅刻で１回の欠席扱いとなります。
・遅刻した時は、必ず理由を説明してから着席すること。
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実務経験のある教
員による授業科目



【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

S（優）
授業準備を怠らず、欠席せずルールを守り授業に積極的に
参加し、レポート、成果発表合計で90％以上の得点ができ
る。
A（秀）
授業準備を怠らず、欠席せずルールを守り授業に積極的に
参加し、レポート、成果発表合計で80％以上の得点ができ
る。

レベルB（良）
授業にルールを守り積極的に参加し、レポート、成果発表
合計で70％以上得点できる。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

①

0

②

③

④

筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

① ✓

20

（獲得）外国語活動及び外国語を指導に必要な知識：100％

② ✓

③

④

小テスト

① ✓

50

（獲得）小学校での外国語指導に必要な知識・技能：70％
（活用）知識を活用してのレポート・指導案作成：30％

② ✓

③ ✓

④ ✓

レポート

① ✓

20

（解決）指導案に沿ったマイクロ・ティーチング：100％

② ✓

③ ✓

④ ✓

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

主体性：指示のある予習は必ずやり、発表等の準備を怠らない。
実行力：レポートや指導案を必ず完成、提出する。
課題発見力：自身と集団の学びを振り返り、課題を発見する。
創造力：課題解決や目標達成のための方法や発表の仕方などを考え、
工夫する。
発信力：自分の意見を適切な方法で伝える。
傾聴力：講義や発表、意見に問題意識を持って耳を傾ける。
規律性：グループワークが円滑に進むよう、規律を守り責任を持って
役割を果たし、協力しあう。提出物の期限を守る。

② ✓

③ ✓

④ ✓

社会人基礎力
（学修態度）



レベルB（良）
授業にルールを守り積極的に参加し、レポート、成果発表
合計で70％以上得点できる。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

オリエンテーション
小学校において、こと
ば、その中でも外国語
を学ぶことの意義と有
効な方法について考え
る。

講義、ペアワーク、グ
ループワーク

ことば、外国語を学ぶ
ことの意義と有効な方
法について、理論を基
に自分なりの考え方を
説明できる。

（予習）予習課題を行
う。
（復習）授業を振り返
り、ポイントをまと
め、本科目の自己目標
を設定する。（google
formsにて提出）

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

2

小学校学習指導要領か
ら小学校・外国語科
（外国語活動）の指導
目標、内容や方法を概
観し、構造的に理解す
る。

講義、グループワー
ク、ディスカッション

外国語科・外国語活動
の指導目標、指導内容
や方法のポイントを説
明できる。

（予習）予習課題を読
みDiscussion Topicに
ついて考えをまとめ
る。
（復習）授業を振り返
り、ポイントをレポー
トにまとめる。
（google formsにて提
出）

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

3

外国語教育における小
中高の接続と小学校の
役割について考える。

講義、ペアワーク、グ
ループワーク、ディス
カッション

外国語教育における小
学校の役割について説
明することができる。

（予習）予習課題を読
みDiscussion Topicに
ついて考えをまとめ
る。
（復習）授業を振り返
り、ポイントをレポー
トにまとめる。
（google formsにて提
出）

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

4

指導体制の充実（担任
中心の授業と効果的な
TT）及び英語指導に必
要な英語力について考
える。

講義、ペアワーク、グ
ループワーク
前時の振り返りに対す
るフィードバック

・効果的なＴＴ、その
中での担任の効果的な
役割について説明でき
る。
・外国語（英語）を指
導していくために必要
な英語力について理論
を基に自分の考えを説
明できる。

（予習）予習課題を読
みDiscussion Topicに
ついて考えをまとめ
る。
（復習）授業を振り返
り、ポイントをレポー
トにまとめる。
（google formsにて提
出）

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

5

音声によるインプット
のあり方について考え
る。

講義、演習、ペアワー
ク、グループワーク
前時の振り返りに対す
るフィードバック

音声によるインプット
のあり方について、理
論を基に自分の考えを
説明できる。

（予習）予習課題を読
みDiscussion Topicに
ついて考えをまとめ
る。
（復習）授業を振り返
り、ポイントをレポー
トにまとめる。
（google formsにて提
出）

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

6

音声によるアウトプッ
トのあり方について考
える。

講義、演習、ペアワー
ク、グループワーク
前時の振り返りに対す
るフィードバック

音声によるアウトプッ
トのあり方について、
理論を基に自分の考え
を説明できる。

（予習）予習課題を読
みDiscussion Topicに
ついて考えをまとめ
る。
（復習）授業を振り返
り、ポイントをレポー
トにまとめる。
（google formsにて提
出）

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

7

言語使用を通した言語
習得（言語活動の充実
～目的・場面・状況を
踏まえて）について考
える。

講義、演習、ペアワー
ク、グループワーク
前時の振り返りに対す
るフィードバック

言語使用を通した言語
習得の効果的なあり方
について、理論を基に
自分の考えを説明でき
る。

（予習）予習課題を読
みDiscussion Topicに
ついて考えをまとめ
る。
（復習）授業を振り返
り、ポイントをレポー
トにまとめる。
（google formsにて提
出）

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

文字言語との出会わせ
方や読む活動・書く活
動への導き方について
学ぶ。

講義
前時の振り返りに対す
るフィードバック
ディスカッション
グループワーク

文字言語との出会わせ
方やそこからの読む・
書く活動への展開の仕
方等について説明でき
る。

（予習）予習課題を読
みDiscussion Topicに
ついて考えをまとめ
る。
（復習）授業を振り返
り、ポイントをレポー
トにまとめる。
（google formsにて提
出）

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

【オンデマンド】
提示された外国語の授
業VTRを視聴し、その
授業について、目標、
言語材料、指導法など
について分析する。

映像視聴、レポート作
成（google formsにて
提出）

視聴した外国語の授業
VTRについて、指導に
おける工夫点や課題に
ついて分析し、レポー
トを作成することがで
きる。

（予習）予習課題を読
みDiscussion Topicに
ついて考えをまとめ
る。
（復習）授業を振り返
り、ポイントをレポー
トにまとめる。
（google formsにて提
出）

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

9

学習状況の評価、題材
の選定、指導計画、
ICTの活用方法につい
て学ぶ。

講義、演習。グループ
ワーク
前時の振り返りに対す
るフィードバック

学習状況の評価、題材
の選定、指導計画、Ｉ
ＣＴの活用の仕方等に
ついて説明できる。

（予習）動画視聴：新学習指
導要領に対応した学習評価
（小学校　外国語科）
(NITS)
https://www.nits.go.
jp/materials/youryou/059.
html
（復習）授業を振り返り、ポ
イントをレポートにまとめ
る。（google formsにて提
出）

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

10

指導案作成方法につい
て学ぶ。
・指定された題材の指
導案を書く。
・作成した指導案の評
価（ペアまたはグルー
プワーク）

講義、演習、ペアまた
はグループワーク
前時の振り返りに対す
るフィードバック

指導案の作成方法を理
解し、実際に書くこと
ができる。
指導案を評価すること
ができる。

（予習）
予習課題を読み指導案作成
に向け、教材分析を行う。
（復習）
ペア、またはグループから
のフィードバックをもと
に、作成した指導案をより
よいものに仕上げる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

11

指導案を完成させると
ともに、必要な指導資
料などを作成する。

個別学修、必要に応じ
てペア・グループ学習

自らの指導計画に基づ
いて必要な教材等の準
備ができる。

（予習）指導案を作成
し、必要な教材を検討
する。
（復習）自らの指導計
画に基づいて、模擬授
業の準備・練習を行
う。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

12

模擬授業 (1)
模擬授業準備
模擬授業の評価
模擬授業の振り返り

模擬授業、グループ活
動、発表

・これまでに獲得した
知識を活用した模擬授
業ができる。
・他のグループの模擬
授業を評価できる。
・自己の模擬授業を振
り返ることができる。

（予習）模擬授業準備
（復習）模擬授業の振
り返り、PCRシートを
まとめる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

13

模擬授業 (2)
模擬授業の評価
模擬授業の振り返り

模擬授業、グループ活
動、発表

・これまでに獲得した
知識を活用した模擬授
業ができる。
・他のグループの模擬
授業を評価できる。
・自己の模擬授業を振
り返ることができる。

（予習）模擬授業準備
（復習）模擬授業の振
り返り、PCRシートを
まとめる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

14

模擬授業 (3)
模擬授業の評価
模擬授業の振り返り

模擬授業、グループ活
動、発表

・これまでに獲得した
知識を活用した模擬授
業ができる。
・他者の模擬授業を評
価できる。
・自己の模擬授業を振
り返ることができる。

（予習）模擬授業準備
（復習）模擬授業の振
り返り、PCRシートを
まとめる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性


